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(57)【要約】
　医学診断及び情報提供目的で、ユーザが処理したＥＣ
Ｇを測定、表示するために、カード状部材に収容された
センサ及び一体型電子機器を有する、携帯型装置からの
サンプルＥＣＧデータを記録し、送信し、表示する携帯
型ＥＣＧ（心電図）モニタ装置の組み合わせ。本発明の
モニタ装置は、携帯型サンプリング装置及び任意に追加
したワイヤレスＥＣＧセンサからの生のサンプルＥＣＧ
データを記録し、該データを、離れた場所にある関連表
示装置に送信して、該生データを処理分析し、これによ
り、処理上の負荷を携帯型装置から表示装置にシフトさ
せることが出来る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　平面的なカード状部材、
　　該カード状部材内に設けられたマイクロプロセッサ、　　
　　電源、
　　心臓の電気的信号を示すデータを捕捉する、少なくとも１対の電極、該少なくとも１
対の電極は、前記カード状部材に固定されており、前記マイクロプロセッサに動作可能な
形で連結されており、及び
　　データをリモート処理装置に送信するワイヤレストランスミッタ、から構成される、
携帯型心電図測定装置。
【請求項２】
前記マイクロプロセッサには、メモリ装置が動作可能な形で連結されており、該マイクロ
プロセッサは、該メモリ装置内にデータを保存することを特徴とする、請求項１記載の装
置。
【請求項３】
前記マイクロプロセッサにより捕捉したデータにより、前記電極が正確な測定を記録した
かどうか、及び／又は前記センサが、不正確な測定を記録したかどうかを示すように構成
されたインジケータを更に設けて構成した、請求項２記載の装置。
【請求項４】
　　前記カード状部材に固定され、前記プロセッサに動作可能に連結されたインジケータ
を更に設け、該インジケータは、前記センサはオフモードかオンモードか、該センサは、
複数の読み込みを保存できるような十分なメモリを有しているか、又は、ワイヤレスに連
結された関連表示装置が近くにあるか、からなるグループから選択した現状をユーザに示
すことを特徴とする、請求項１記載の装置。
【請求項５】
　　前記少なくとも１対のセンサは、前記カード状部材の上面にある窪み内に配置されて
いることを特徴とする、請求項１記載の装置。
【請求項６】
　　前記少なくとも１対のセンサは、前記カード状部材の上面にある窪み内に配置され、
更に、第２の対の電極が、前記少なくとも１対の電極の下の前記カード状部材の下面に配
置されていることを特徴とする、請求項１記載の装置。
【請求項７】
　　平面的なカード状部材、
　　該カード状部材内に収容されたマイクロプロセッサ、　　
　　前記マイクロプロセッサに動作可能に連結された電源、
　　心臓の電気的信号を示すデータを捕捉する、少なくとも１対の電極、該少なくとも１
対の電極は、前記カード状部材に固定され、前記マイクロプロセッサに動作可能な形で連
結されており、
　　前記カード状部材にワイヤレスで連結され、前記マイクロプロセッサに動作可能に連
結された、心臓の電気的信号を示すデータを捕捉する少なくとも１つの電極、及び
　　データをワイヤレスでリモート処理装置に送受信するワイヤレストランシーバ、から
構成される、ユーザの心電図を測定する携帯型装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本特許出願は、２０１２年４月１１日に出願された、発明の名称「ＥカードＥＣＧモ
ニタ」である米国仮特許出願番号６１／６２２，５６６の利益を主張するものであり、そ
の全てが参考文献としてここに援用される。
【０００２】
　　本発明は、心拍数監視装置に関し、特に、医療診断や情報提供目的で、ユーザが処理
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したＥＣＧ（心電図）を測定、表示するサンプルＥＣＧデータを記録し、送信し、表示す
る携帯型手持ちＥＣＧ監視装置に関する。更に、本発明の監視装置は、未加工のサンプル
データを記録し、該未加工のサンプルデータを、離れた場所にある、該データを処理する
関連表示装置に送信する。これにより、処理上の負荷を、手持ち装置から表示装置にシフ
トさせることが出来る。
【背景技術】
【０００３】
　　人は、近代的な座りがちのライフスタイルから生じる悪影響を中和するために定期的
に運動する。一般的な心臓のモニタリングに加えて、フィットネス、調整、減量、目標指
向型心拍数トレーニング等の、種々の目的で、フィットネス関連活動の際に、心拍数監視
装置がしばしば使われる。心拍数は、休んでいる時でも、運動している時や激しい身体活
動をしている時でも、人間の身体状況を示す重要なパラメータである。加えて、ヘルスケ
アの専門家は、慢性及び／又は急性の心臓病の監視及び／又は診断に、心拍数監視装置を
たまに使用する。
【０００４】
　　歩行中の心電図を監視すれば、ヘルスケア提供者に、長期間に亘る患者の心臓の電気
的活動の記録を提供することが出来る。この種のモニタリングには、基本的に2種類のも
のがある。ホルターモニタリングとイベントモニタリングである。ホルターモニタは、心
臓血管系の各種電気的活動を、少なくとも24時間（しばしば、一度に二週間まで）連続し
て監視する携帯型装置である。より一過性の兆候を有する患者には、1ヶ月又は１ヶ月以
上装着することが出来る心臓イベントモニタを使用することが出来る。イベントモニタリ
ングでは、装置は7日まで装着するが、患者が装置に対して指示したときにだけしか、こ
れを記録しない。
【０００５】
　　患者が胸の痛み又は、異常な心拍（不整脈又は、時々、律動異常と呼ばれる）の症状
を感じた時に、これら２つのモニタは心拍及び律動を記録することが出来る。心臓専門医
は、イベント兆候が報告され、又は観測された時間あたりで、その記録を見ることが出来
る。この情報は、心臓の問題の存在や、その性質を明らかにするのに役立つ。
【０００６】
　　多くの場合、心拍数観測装置は高価であり、消費者にとっては非常に高い場合がある
。この装置を安価に製造しようと種々の試みがなされてきたが、そうすると正確性及び信
頼性を損ねてしまうことが多かった。加えて、この機械を携帯自在にする試みにおいては
、扱いにくく、複数の電極と、これに関連して配線を必要とし、また、一般的な消費者が
使用するには、あまりに複雑で、不向きな場合が多かった。
【０００７】
　　例えば、運動やスポーツ、競技活動中には、個人的安全のため、また、最適な結果を
得るためにしばしば心拍数を観測することが望ましい。心拍数を計る一番簡単な方法は、
指で手首を押圧し、所定の時間内に心臓が鼓動する数を数えて、1分間あたりの心臓の鼓
動を計算することである。しかしながら、この方法は比較的原始的であり、正確な結果を
得ることはできず、脈拍計測時間も比較的長くかかってしまい、最も実用的な目的のため
には十分な信頼性が確保できない。より正確で、より都合の良い心拍数計測を容易にする
ためには、心電図（ＥＣＧ）信号を処理し、測定する手段を有する装置を利用することが
できる。
【０００８】
　　人間の筋肉は、電気バイオ信号によって収縮する。心臓の筋肉は、心電図（ECG）信
号と呼ばれるバイオ信号によって収縮する。ＥＣＧ信号は、心臓の電気的活動を示し、心
臓を介して流れる電気的信号である。ＥＣＧ装置は、心筋が、鼓動のたびに脱分極する際
に皮膚に起こる小さな電気的変動を検知し、増幅する。休んでいるときには、各心筋細胞
は、外壁（即ち、細胞膜）の反対側で負電荷（膜電位）を有する。（陽イオンＮａ+とＣ
Ａ++の流入を介して）この負電荷がゼロに向かって増加することを脱分極といい、これに
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より、細胞内の機構が活動的になり、収縮する。各鼓動の間では、健康な心臓は、洞房結
節内の細胞によって誘発され、心房を介して広がり、固有の伝導経路を通過し、その後、
心室中に広がる脱分極の波が整然と発達する。これは、スクリーンや紙上に波形の線とし
て表示される心臓の何れか一方に配置された２つの電極間で、とても小さい変動として検
知される。この表示は、心臓の全体的なリズムと心筋の異なる部分の弱さを示している。
【０００９】
　　通常は、２個以上の電極を使用し、これら電極を組み合わせて、種々のペアをつくる
（例えば、左腕（ＬＡ）、右腕（ＲＡ）、左足（ＬＬ）の電極は、ＬＡとＲＡ、ＬＡとＬ
Ｌ、ＲＡとＬＬの３つのペアを構成する）。各ペアからの出力は、リードとして知られる
。各リードは、異なる角度から心臓を見ることができると言われている。種々の心電計は
、記録されたリードの数によって、例えば３リード、５リード、または１２リードの心電
計（たまに、単に１２リードという）と呼ばれる。１２リードの心電計は、ほぼ同時に１
２の異なる電気信号を記録し、また、一回限りの心電図の記録として使用されることもあ
り、一般的に紙のコピーとして印刷される。３リードおよび５リード心電計は、連続して
観測し、例えば、手術中や、救急車で搬送されている間、適宜な観測装置のスクリーン上
で見るものが多い。使用している装置により、３リードまたは５リードの心電図が永久保
存されることもある。
【００１０】
　　これが、心臓の異常なリズム、特に、電気信号を運ぶ通導組織に受けたダメージによ
る異常なリズムや、電解質異常によって起きる異常なリズムを測定し、診断する最良の方
法の１つである。例えば、心筋梗塞（ＭＩ）において、心筋が特定の領域で損傷を受けた
場合、心臓のすべての領域をカバーできていなくとも、ＥＣＧ装置はこれを突きとめるこ
とができる。ＥＣＧ装置は、超音波ベース試験（心エコー検査法）又は、核医療試験が使
用される心臓のポンプ性能を正確に測定することが出来ない。人間や他の動物は、心停止
中でもまだ、通常のＥＣＧ信号（無脈性電気活動として知られている状態）を持っている
。
【００１１】
　　一般的で完全なＥＣＧ信号即ち、心電図は、より特有で、重要な波形特徴を示すより
サイレントなラベルＰ、Ｑ、Ｒ、Ｓ、Ｔを有する完全な波形を含んでいる。ＱＲＳコンプ
レックスは、各鼓動の間に、ＥＣＧ信号内の特定の活動領域を描く。一般的に、Ｐ波は心
房の脱分極から起こり、ＱＲＳコンプレックスは心室の脱分極から起こり、Ｔ波は心室筋
の再分極化から起こると認識されている。ＰＲＳコンプレックスの高くとがったＲ波の大
きさは、略１ｍＶである。心臓が鼓動すると、特徴的なＰ－ＱＲＳ－Ｔ波を有する一連の
反復ＥＣＧ信号を観測することが出来る。瞬間的な心拍数は一連のＥＣＧ信号の周期から
測定することが出来、例えば、一連のＥＣＧ信号の隣接したとがったＲのピーク間の時間
差を測定することにより、瞬間的な心拍数は測定出来る。
【００１２】
　　短時間はもちろんのこと、精度、感度、利便性を高めた形で、自動ＥＣＧ分析により
心拍を測定するためには、自動でＥＣＧ分析が可能な装置が必要となる。一般的に、ＥＣ
Ｇ信号は、電極を皮膚にあてがって検知するが、これは一般的に言って、ノイズが存在す
るところで行われる。ＥＣＧ信号をだめにするとして一般的に知られているノイズソース
の例としては、例えば、電力線干渉、電極接触ノイズモーションアーティファクト、筋肉
収縮（筋電計、ＥＭＧ）、呼吸によるベースラインドリフト及びＥＣＧ振幅変調、電子機
器によって発生する器具ノイズ、電気外科ノイズ他、あまり重要でないノイズ源である。
ノイズ源の性質とその重要性については、多くの出版物で広く研究され、議論されている
。
【００１３】
　　皮膚から受け取ったＥＣＧ信号データには通常ノイズが混入してしまうので、ＥＣＧ
信号分析手段を備えた心拍測定装置には、ＥＣＧ信号処理分析手段やアルゴリズムに加え
て、ノイズフィルタリング手段やアルゴリズムが常に備えられている。比較的複雑なＥＣ
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Ｇ信号波形と同様に、ノイズには異なるタイプがたくさんあるため、ＥＣＧ信号処理及び
分析はもちろんのこと、ノイズのフィルタリングを実行するためにデジタル信号処理技術
がしばしば使われる。しかしながら、従来のノイズフィルタリングやＥＣＧ信号処理技術
は、とても複雑で、実質的な計算間接費を必要とし、通常は、エネルギ消費が高く、計算
時間も長いことを意味する。
【００１４】
　　人は、ますます健康に関心を持つようになってきたので、携帯型心拍数監視、計測装
置に対する需要が同様に非常に増してきている。例えば、スペクトルがより安価になった
ため、各種のリストタイプの心拍数モニタが容易に入手可能である。これらは、通常リス
トウオッチの一部として組み込まれており、携帯型心拍監視、計測装置の良い例である。
一般的なリスト装着心拍モニタウオッチは、通常リストストラップ、伝導性バックカバー
付きのウオッチケース、該ウオッチケースに装着されたＥＣＧ感知電極、時刻及び１分当
たりの心拍数（ＢＰＭ）を表示するデジタルディスプレイパネルを有している。リスト装
着型心拍監視ウオッチは、多くの利点があるが、これらは通常、軽量化及びコンパクトな
デザインを達成するために、単一のボタンセルによって動くため、過度な電力消費を必要
とせず、バッテリ寿命をのばすために、潜在するノイズフィルタリング及びＥＣＧ信号処
理アルゴリズムや手段をしばしば必要とする。
【００１５】
　　リスト装着型心拍監視ウオッチは、公知であり、例えば、米国特許第５，２８９，８
２４や５，７３８，１０４などがある。米国特許５，２８９，８２４に開示されたリスト
装着型心拍数監視ウオッチでは、心拍数を測定するために、入ってくるＥＣＧ信号データ
は、ＱＲＳ複雑検知にかける前に、種々のフィルタリング段階及び確認処理を通過させな
ければならない。
【００１６】
　　米国特許第５，７３８，１０４は、２段階のデジタルフィルタリング、即ち、ローパ
スフィルタの第１段階及びバンドパスフィルタの第２段階を有する、リスト装着型心拍監
視ウオッチを開示している。デジタル的にフィルタリングしたＥＣＧ信号データを、絶対
値または二乗値演算に続く識別段階を含む強化信号処理ブロックにかけ、その後、移動平
均の計算にかける。デジタル的にフィルタリングして入ってきた信号データに対して、テ
ンプレートマッチング又は相互相関処理を行い、強調信号処理の結果に対して、比較し、
あらゆる角度から検討を加える。その後、結果として生じたデジタルデータを分析して、
ユーザの心拍を測定する。しかしながら、最も公知のリスト装着型心拍数モニタウオッチ
で利用されているアルゴリズムは、さらに厳しくなった消費者の要求に見合うパワーや時
間が充分出ない場合が多い。
【００１７】
　　リスト装着型ではない他の心拍数監視装置は、簡単に入手できる。これらの装置は、
精密性及び信頼性が高いという利点があるが、使いやすさを犠牲にしている。このタイプ
の装置の多くは、ユーザがヘルスケアの専門家の管理下にある臨床の場により適している
。しかしながら、起こりうる兆候や反応を観察する目的だけのために、ヘルスケアの専門
家が所定の期間絶えず患者を監視するのはまったく現実的でないばかりか、患者にとって
も病院（或いは、ヘルスケアの専門家がいる他の場所）に所定の期間ずっと滞在するのも
現実的でない。その代わり、外来患者は、日課の最中、所定期間、観測装置をつなげるよ
う促される。
【００１８】
観測装置の他の例としてホルタレコーダがあり、これは、外来患者の心臓信号を所定の期
間に亘って記録するものである。リスト装着型装置と違い、一般的にホルタレコーダは、
比較的長期間の間、心臓の活動情報、特に、心電図（ＥＣＧ）記録を提供するように構成
されている。この記録により、はっきりしない、断続的な兆候を呈している、例えば、め
まい、一時的な意識喪失、元気がなくなるといった診断患者の、めったには起こらない、
一過性の心臓リズムの乱れを確認することが出来る。また、この記録により、めったに起
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こらない患者の兆候と関連した時間及び／又は活動がどれほどかを計り、これを正確に指
摘することが出来る。医師は、異常なＥＣＧイベントだけでなく、薬物治療、手術、移植
或いはストレス等の影響に対してゆっくりと、総合的に反応する可能性のある背景リズム
に関心を持つこともある。更に、持ち帰りの診断装置は、精密で、意味のあるＥＣＧ記録
を提供してくれる。何故なら、外来患者は、例えば、医師のオフィス等の人工的な場とは
反対の、例えば、自然な、又は現実的な場である、家庭の場にいるからである。
【００１９】
　　ＥＣＧ記録装置の有効性には、どれほどうまく心血管信号を測定し、記録できるかだ
けではなく、使いやすさや、対費用効果も含まれる。残念ながら、一般的なホルタレコー
ダは安くはない。診断装置の使用、特に持ち帰りの診断装置は、最終顧客、即ち、患者に
とっては対費用効果が高く、最も有益であるが、実際、医師にとっては、装置の購入、維
持費、及び所定の患者からの将来的な予約の減少により、かえって高くついてしまう。予
算に制約のある個人病院にとっては、何千ドルも各ホルタレコーダにお金を費やすのは、
きわめて高価といえる。最も多くの場合、個人病院は、消費者レベルで、費用をきりつめ
ている。
【００２０】
　　また、一般的なホルタレコーダの使い勝手には問題がある。一般的な歩行記録装置の
電極アセンブリは、多くの患者で再使用され、時には、アセンブリ当たり数百人の患者に
まで使用されている。電極アセンブリは、使用と使用の間に、安全保持のための処置は行
われていない。患者は、ケーブルを自分の皮膚に数日間も不快なまま身に着けなければな
らないことを知るだけである。
【００２１】
　　加えて、一般的なホルタレコーダは、大きい傾向にあり、このため、患者は、観測期
間中持ち歩くのは、厄介である。大きなサイズゆえ、一般的なホルタレコーダは、更に大
きなバッテリを必要とし、電力消費に関して効率が悪い。最終的に、使い勝手の問題のた
め、患者が記録期間を早く終えてしまうこともまれではない。或いは、患者は、不快の程
度が高く、日々の活動に支障が生じるため、観測にゆだねるのを嫌う。
【００２２】
　　従来技術には、ＥＣＧデータ等を観測し、及び／又は患者から、特定の病院やヘルス
サービスセンタに送信するシステムが数多く含まれている。これらの多くは、電気信号に
変換され、その後、離れた記録ステーションに送信される可聴、又は半可聴音声信号を送
信することに頼みにしている。例えば、米国特許第５,７３５，２８５では、ハンドヘル
ドの装置を開示しており、患者のＥＣＧ信号を、周波数変調可聴信号に変換し、その後、
選択したハンドヘルドのコンピュータ装置や指定病院に、電話システムを介して音声入力
により分析する。
【００２３】
同様に、米国特許第６,２６４，６１４には、心臓の鼓動等の、生物学的機能を感知し、
可聴信号をコンピータマイクロホンに出力する、患者が操作する心臓モニタが開示されて
いる。コンピュータは、該可聴信号を処理し、結果として生じたデータ信号を、ネットワ
ークやインターネットを介して送信する。米国特許第６,６８５，６３３には、患者が自
身の胸に抱えることが出来る心臓モニタを開示している。この装置は、心臓の鼓動等の、
機能や状況に敏感な可聴信号を、コンピュータに接続したマイクロホンに出力する。これ
ら各音声送信は、可聴音の送信に限定される。即ち、例えば、１７ｋＨｚ以上の、人間に
よって聞こえる以上の搬送周波数による周波数変調音の送信は、予定されていない。
【００２４】
　　米国特許出願公開第２００４／０２２０４８７には、合成され、振幅変調したＥＣＧ
電気信号を感知するＥＣＧ電極を有するシステムが開示されている。この合成信号は、コ
ンピュータ装置のサウンドポートに、ワイヤを介して、又はワイヤレスで送信される。１
９ｋＨｚから２１ｋＨｚまでのパスバンドを有するデジタルバンドパスフィルタが考えら
れるが、商業的に入手可能なコンピュータ装置を使用する周波数領域による復調手段は考
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慮されない。加えて、送信を実行するために、音波を使用することは考えられない。
【００２５】
　　米国特許出願公開第２０１０／０１１３９５０には、ユーザの心臓信号を検知する数
本のリードを持つ、心臓センサ付き電子装置が開示されている。該リードは、センサが外
から見えないように、電子装置のハウジングの内表面に連結されている。検知した信号を
使用すると、電子装置は、ユーザを識別し、又は認証することが出来る。
【００２６】
　　米国特許第６,８２０，０５７には、ＥＣＧデータを取得し、記録し、送信するシス
テムが開示されており、ここでは、ＥＣＧ信号が、可聴領域にキャリアトーンを有する、
周波数変調オーディオトーンに符号化される。しかしながら、３ｋＨｚを超えるキャリア
周波数は、考えられないし、可聴を超える搬送周波数も考えられないし、また、これより
高い搬送周波数での復調方法も考えられない。
【００２７】
トランス電話信号や可聴音響信号を利用した従来技術の限界には、話しをしていたり、近
くでなにか騒がしいことが起こっていることにより減少してしまう信号ノイズ比が含まれ
ており、これにより心臓観測データ信号の整合性が潜在的に危うくなる。加えて、コンピ
ュータや心臓モニタ近くにいるだれでも可聴信号を聞くことが出来、近辺にいる他人だけ
でなく、ユーザにとってもうるさいものである。
【００２８】
　　最後に、米国特許第８,３０１，２３２には、ユーザの皮膚と接触することにより、
心臓に関連する信号を感知し、該感知した心臓に関連する信号をＥＣＧ信号に変換するよ
うに構成された電極アセンブリを有するＥＣＧ装置が開示されている。該電極アセンブリ
と一体化し、電気的に連結したコンバータアセンブリは、センサが集めたＥＣＧ電気信号
を受け取り、ＥＣＧ音声信号を、オーディオトランスミッタを介して、該オーディオトラ
ンスミッタの範囲内にあるコンピュータ装置のマイクロホンに出力する。該コンバータア
センブリは、更に、ＥＣＧ信号を、超音波ＦＭ音信号として出力するように構成されてい
る。
【００２９】
　　これらクレームされた改良にもかかわらず、オーディオ信号の送信には、固有の制限
があり、いまだに音響干渉や電子干渉を受けやすい。これらや他の従来技術の解決法では
、オーディオ信号を送信せずに、スマートフォン等の既存のコンピュータと簡単に互換し
うる信頼性の高い安価で、個人的観測装置は提供できていない。これらの問題が、生理的
データをリアルタイムで送信する個人的な観測装置に向けられれば、都合が良い。
【００３０】
　　このように、歩行時のＥＣＧ信号を取得できる、小さくて、軽量な観測、診断装置に
対するニーズが存在する。また、耐久性に優れ、精密で、家庭内で使う場合でも、特別な
電極を必要とせず、及び／又は、複雑なケーブルも必要とせずに比較的安価であり、医療
従事者が治療や診断に使用するために十分なデータを提供することが出来る装置に対する
ニーズが存在する。更に、使い勝手が良く、衛生的で、携帯することが出来る装置に対す
るニーズが存在する。その上、セットアップが簡単で、目立たないものでありながらデー
タ最適化機能を有する装置に対するニーズが存在する。
【００３１】
　　それ故に、信頼できる正確性及び低消費電力の両方を満たし、心拍数とＥＣＧ測定を
することが可能な、安価で、改良型の信号処理装置が提供されれば、非常に望ましい。こ
のように、携帯でき、低電力の適用に適した、簡略化された心拍数計測機構や方法が提供
されれば、非常に望ましいだろう。
【発明の概要】
【００３２】
本発明の第１の形態は、カード状部材、一対の電極、該電極に動作可能に連結されたシグ
ナルプロセッサ、該カード状部材内でデータを保存、送信するメモリ装置及び、該カード
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状部材から離れた場所にあるデータプロセッサから構成されるユーザの心拍数及びＥＣＧ
を測定する携帯型装置である。ユーザは、自分の指を回路板にあてがい、その後、心筋に
よって発生した電圧をＣＰＵにより測定し、増幅し、サンプリングする。この実施例にお
いては、データを、該データを処理し、表示するリモート表示装置に、ワイヤレスプロト
コルを介してワイヤレスで送信する。
【００３３】
本発明の別な形態は、カード状部材、一対の電極、該電極に動作可能に連結されたシグナ
ルプロセッサ、該カード状部材内にデータを保存、送信するメモリ装置及び、該カード状
部材から離れた場所にあるデータプロセッサ（該データプロセッサは、これに動作可能に
連結されたディスプレイを有している）から構成されるユーザの心拍数及びＥＣＧを測定
する携帯型装置である。
【００３４】
本発明の更に別な形態は、カード状部材、一対の電極、該電極に動作可能に連結されたシ
グナルプロセッサ、該カード状部材内でデータを保存、送信するメモリ装置、該カード状
部材から離れた場所にあるデータプロセッサ及び、該プロセッサに動作可能に連結された
ディスプレイから構成された、ユーザの心拍数及びＥＣＧを測定する一対の携帯一体型装
置であり、該データプロセッサは、「境界値越え」データを検知する、予め保存された較
正データを含んでいる。
【００３５】
　　本発明の更に別な形態は、カード状部材、一対の電極、該電極に動作可能に連結され
たシグナルプロセッサ、該カード状部材内でデータを保存、送信するメモリ装置、該カー
ド状部材から離れた場所にあるデータプロセッサ及び、該プロセッサに動作可能に連結さ
れたディスプレイから構成された、生理的状態を測定する携帯型装置であり、データプロ
セッサは、保存され、送信されたデータを、データ受信者に送信する。この実施例では、
データを、ＮＦＣ、ＺｉｇＢｅｅ、ＵＷＢ、ＢｌｕｅＴｏｏｔｈ、又はその他短距離デー
タ送信プロトコルを介して、携帯電話又はパーソナルコンピュータにワイヤレスで送信す
る。
【００３６】
　　本発明の更に別な形態は、生理的状態を測定する携帯型装置からなる、生理的状態を
観測する健康警告システムであり、該システムは、カード状部材、一対の電極、該電極に
動作可能に連結されたシグナルプロセッサ、該カード状部材内でデータを保存、送信する
メモリ装置、該カード状部材から離れた場所にあるデータプロセッサ及び、該リモートデ
ータプロセッサに動作可能に連結され、該プロセッサに動作可能に連結されているディス
プレイから構成される。このシステムにおいては、前記データプロセッサは、境界外のデ
ータを検知する予め保存された較正データを有しており、該データプロセッサは、データ
受領者に対して警告を送信する。
【００３７】
　　加えて、本発明の開示は、公知従来技術であるＥＣＧ装置と比較して、数多くの利点
がある。製造費用をみると、あらゆる処理としてそれほど高価ということはなく、このま
しくは、無線接続を介して、スマートフォンや機能を有するタブレット（総称して、「ス
マートフォン」）等のリモート表示装置に表示される。これにより、装置上のＬＣＤと比
較して、グラフィックユーザインターフェイスをより簡単に見ることが出来る。比較的小
さな形状であるという要因により、本発明の装置は、携帯可能で、ポケット、財布、ハン
ドバッグやその他個人の持ちものの中にいれて簡単に持ち運ぶことを可能になっている。
加えて、スマートフォンに無線で接続するので、コンピュータにドッキングすることなく
、医者や病院やデータリポジトリに、データを直接報告することができる。ここで、いく
つかの実施例では、本発明のＥＣＧ装置は、ユーザの選択により、有線接続でも無線接続
でもデータを送信することができる。
【００３８】
　　本発明の適用範囲は、後述する詳細な説明から明らかになる。詳細な説明及び特別な
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例は、本発明の好ましい実施例を示すものであり、説明の目的だけのものであり、本発明
の範囲を制限するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
　　本発明は、詳細な説明及び添付の図面から十分に理解できるようになる。
【００４０】
【図１】図１は、本発明の一実施例によるシステムの全体図である。
【００４１】
【図２】図２は、本発明の実施例による装置の概略図である。
【００４２】
【図３】図３は、本発明の実施例によるシステムの一般的作用を示す概略図である。
【００４３】
【図４】図４は、図３の装置の平面図である。
【００４４】
【図５】図５は、図３の装置の底面図である。
【００４５】
【図６】図６は、本発明の１実施例による図３の装置を使用した方法を示す図である。
【００４６】
【図７】図７は、図６のフローチャートの簡易バージョンである。
【００４７】
【図８】図８は、本発明の装置の別の実施例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　次に説明する好ましい実施例は、本質的に単なる例示であり、本発明、この発明の適用
、使用を制限しようとするものではない。
【００４９】
　　本発明の原理による例示実施例の記述は、全体の記述のうち考慮すべき部分である添
付の図面に関連して読むべきものである。ここに開示した発明の実施例の記述においては
、方向や方位に関する言及は、単なる説明の便宜上のものであり、本発明の範囲を制限す
るものではない。例えば、「下方」、「上方」、「水平」、「垂直」、「の上方」、「の
下方」、「上」、「下」、「上部」、「底部」等の相対的な語、及びその派生語（例えば
、「水平に」、「下方に」、「上方に」）は、言及した図面中で説明し又は示した方位に
言及していると解釈すべきである。これらの相対的な言葉は、単に説明の便宜のためであ
り、特別に言及が無い限り、装置が特定の方位に形成されているとか、作動すると解釈す
る必要はない。「取り付けた」、「固定した」、「結合した」、「連結した」、「相互連
結した」等の言葉は、他に明確な説明が無い限り、構造が介在構造を介して直接的に、又
は間接的にそれぞれ固定されている、又は取り付けられている関係、更に、両構造物が移
動自在であるか固定されている関係に言及している。更に、発明の特徴と利点は、例示実
施例に言及して説明される。従って、本発明の例示実施例は、単独であるいは他の特徴と
組み合わせられる特徴を非限定的に組み合わせたものであり、明確にこれに限定されるべ
きではない。即ち、本発明の範囲は、添付の特許請求の範囲によって定義される。
【００５０】
　　本開示は、コンパクトで、手で持てるクレジットカードサイズの進歩型心電図ＥＣＧ
モニタ装置又はセンサカードであり、ＥＣＧデータを見ることができるディスプレイを有
する関連データ処理装置にワイヤレスでデータをリンクすることにより、リアルタイムの
ＥＣＧデータを記録し、保存し、及び／又は送信することが出来る。モニタ装置は、個人
用のシングルリード心電図モニタであり、家庭用の、リアルタイムのＥＣＧデータを記録
し保存するものであり、これが送信されてきたときには、リモートデータ受領装置及び又
は受領者が加工処理し、見ることができるようになっている。本明細書で開示した装置は
、ホームベースのＥＣＧ観測に使用するものである。即ち、家庭ベースのＥＣＧ観測は、
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自己診断型長期工程を発展させたい健康な人及び、心臓伝導障害をほのめかす一過性の兆
候を既に経験しているユーザーに適した、大人のための自己診断に使用することが予定さ
れているものである。
【００５１】
　　また、本明細書の開示により、任意の観測を可能とし、一般開業医等の、ヘルスケア
の専門家が利用可能となった結果を参照することが出来る。
【００５２】
　　更に、本明細書の開示により、典型的な毎日の活動において心臓を観測し、個人的な
心臓データベースを作成する際に価値ある道具が提供される。関連するソフトウェアによ
って、ユーザは、記録したデータを、個人的な使用のために記録し、或いは、医師が過去
に振り返って入手できるように、パーソナルコンピュータを始めとして種々のデータレポ
ジトリに、通信ポートを介してダウンロードすることが出来る。本開示により、記録する
ことに加えて、観測及び自己観測が可能となり、薬剤評価目的、即ち、心臓スクリーニン
グや、ホームベースの歩行中ＥＣＧ観測に適している。意義深いことには、関連表示装置
及びソフトウェアにより、センサカードで送信されてきた生データを処理することが出来
る。この点で、データ処理上の負荷が主として、常にではないが、スマートフォンや他の
ディスプレイ装置によっても取り扱われる。
【００５３】
　　本開示のシステムは、ＥＣＧ記録装置及び、データ処理、分析、表示、及び報告をす
る関連スマートフォンモバイルアプリケーションから構成される。人は、自分の指を回路
基盤にあてがい、心筋によって発生した電圧を、ＣＰＵにより測定し、増幅し、サンプリ
ングする。該データは、ＮＦＣ－プロトコル、ブルートゥ―スその他の短距離無線データ
伝送プロトコルを介してモバイルフォンに送信される。モバイルソフトウェアにより生Ｅ
ＣＧサンプルを処理し、分析する。
【００５４】
　　本発明のＥＣＧ装置の実施例をクローズアップし、拡大した断面図を、以下に一般的
に特定した主要構成部分と共に示す。電子部品は、主要電子構成要素を含め（これらはす
べて、一般的に、内部電子部品にもよるが、従来のクレジットカードの外側寸法と同一の
、又はこれより大きいプラスチック容器に入れられている）、プリント回路基板に埋め込
まれているか、又は該基板上に一体的に形成されている。
【００５５】
　　ここで使う「カード状部材」とは、一般的に平面であり、略クレジットカードからイ
ンデックスカードサイズのものであり、その中には、センサ及び関連電子機器が収納され
ている。電極は、ユーザの対向する親指に近づくことができるように配置され、持ち上げ
、光ることができ、或いはカード状部材の上面及び／又は下面よりわずかに低い位置に配
置されている。電極は、導電性接着剤、導電性ゴム又は任意の金属被覆を有するフォーム
（これに限定されるわけではないが）を含む、電子伝導材の層で製作されている。費用を
低く抑えるために、エッチングされた伝導金属（例えば、Ａｕ／Ｎｉ，Ａｕ，Ａｇ，Ｃｕ
）をＰＣＢ上に直接メッキする。皮膚に対する電気接触インピーダンスを減少させるため
に、指にあてがう前に、プレートの上に電解液（例えば、Ｈ２Ｏ中のＮａｃｌやＮａ+Ｃ
ｌ-（ａｑ）やＨ２Ｏ中のＨ+ＣＯ３）をたらすことが出来る。
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【表８】

【００５６】
　　別の電極デザインでは、皮膚接触を改良するために、柔軟性のある導電材料でできた
平面パッチを使用している。ゴムは柔軟性があるので、皮膚構造に適用できるため、接触
面積を増やすことが出来る。柔軟性があることはまた、指と電極間の接触領域は、硬い金
属のプレートと比較して、より一定なので、ユーザの指が動いたり、振動したりしている
間、インピーダンスを安定させてくれる。柔軟性を有するパッチは、導電性のゴムやフォ
ームだけからなる。あるいは、導電性のゴムでできた層や金属のとても薄い層（マイクロ
メータ）で被覆したフォームを使用することが出来る。ＰＣＢへの連結は、導電性接着剤
及びエッチングされた金属プレートを介してなされる。
【００５７】
　　１実施例では、本発明のシステムは、通常、平坦で、平面的なクレジットカードサイ
ズのフォーマットによるＥＣＧ記録装置と別のアプリケーションから構成されており、こ
れは、一般的に、データ処理、分析、表示及び報告をスマートホンモバイルを介して行う
。ある実施例では、データは、近距離無線通信（ＮＦＣ）、ブルートウース及び／又は、
他のワイヤレスプロトコルを介して、カードから引き出す。
【００５８】
　　センサカードは、親指ＥＣＧ信号レコーダであり、標準的なＥＣＧ測定原則を利用し
ている。即ち、心筋の活動により起こる電気的変化を、皮膚を介して測定する。胸と両手
両足に連結させた電極を使う代わりに、親指をカードと一体となった２つの電極パッチ領
域に置くことにより、ユーザと電極を連結させる。標準的なＥＣＧ用語では、シングルリ
ード測定セットアップがなされたと言う。
【００５９】
　　ＥＣＧ信号を、一体化電極を介して測定し、その後、該信号を適宜な範囲に（一般的
に×１００）増幅する。基本的なアナログローパスアンチエイリアシングフィルタをかけ
、信号をＡ／Ｄコンバータを使用してデジタル化し、サンプルリングし、不揮発性メモリ
に格納する。一般的に、信号を２５０Hzで３０秒間サンプリングする。ワイヤレスインタ
ーフェイスを介して、装置からメモリを読み出す。即ち、センサ装置は、ワイヤレスデー
タ報告手段を有するベーシックなＥＣＧ電極サンプリング装置である。
【００６０】
　　ＥＣＧ信号サンプルを、前記センサ装置から読み出す。騒音（５０／６０Hz）や基線
のさまよいを取り除くために、デジタル信号処理を施す。結果として生じた信号を使用し
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て、ＥＣＧ波形を表示し、更に処理し、ＱＲＳ検知等の、確認及び分析をして、Ｒ－Ｒ間
隔、ＳＴ間隔、心拍数を計算する。処理装置は、データを処理し、保存し、結果を表示す
る。
【００６１】
　　本明細書の１実施例では、測定を始めるために、最初にユーザは、電源ボタンを作動
させ、ユーザの両手の上で、対向する親指と他の指の間にカードを挟む。この方法では、
カードの上面と一体化した２つの電極パッチ領域に各親指を配置させると同時に、カード
の下面にある対応するパッチに一対の（即ち、右手及び左手の）残りの指を置くことによ
り「摘み握り」をなして、カードを保持し、内部回路に電力を供給する。
【００６２】
　　間単に参照できるように、各電極のペアは、例えば、一方の電極にＰ１とＰ２、他方
の電極にＰ３とＰ４というように、上面と下面が指定されている。この配置により、ＥＣ
Ｇ電圧をサンプリングし、測定するに十分な接触がありうる。カード面に埋め込まれたグ
リーンのＬＥＤは、サンプリングが進行中であることを示している。カード上に埋め込ま
れた赤いＬＥＤは、読み込みエラーが発生したときに光る。選択的に、視覚ＬＥＤインジ
ケータには、操作の読込み中に、ＥＣＧカードの操作状況をユーザに警告するために可聴
信号装置をつけることが出来る。ＥＣＧ電圧信号は、３０秒間サンプリングし、これをカ
ードメモリに保存する。測定が完了すると、サンプルデータを、ブルートウース、ＮＦＣ
等の、ワイヤレス送信を介して、ＥＣＧデータを処理し、表示するソフトウェアを有する
スマートフォンに送信する。
【００６３】
　　別の実施例では、ＥＣＧの測定を始める前に、回路に電源を供給するオンオフスイッ
チを選択的に設けても良い。装置を作動させるにあたっては、別の方法を使用することも
出来る。ユーザは、プッシュボタンを介して、又は、一定の持続時間電極を適宜握ること
により装置を作動させることが出来る。作動時には、赤いＬＥＤが点灯する。ユーザは、
ＥＣＧデータのデータ取得が始まるまで、自分の指をセンサパッドに、一般的に２－４秒
置く。データ取得中には、グリーンのＬＥＤが点灯し、サンプリングが進行中であること
を示す。
【００６４】
　　ある実施例では、測定されると、５０／６０Hzの雑音やその他人工物を取り除くため
に、データをデジタルフィルタにかける必要がある。心筋によって発生した小さい増幅電
圧信号を受け取るために、計装アンプを使う。アンプは、５倍から１０倍のビルトイン拡
大を提供し、大規模な一般モードサプレッションを有する。人間の体は、弱いＥＣＧ信号
と共に、大量の５０／６０Hzのノイズを回路に挿入するアンテナとして作用する。このノ
イズは、主として、計装アンプにより押さえられる一般モードノイズである。その後、デ
ータを確認し、予備的に分析して、測定信号を更に分析するにあたって、十分なほどクリ
ーンかどうかを確認する。読み取ったデータを使用することが出来ないときは、視覚的又
は聴覚的信号のどちらかを送信して、ユーザに、２回目の読み込みが必要であることを警
告する。
【００６５】
　　データは必ずしもローカルで分析する必要はない。装置によるデータ検証は、集めら
れたデータが主としてＡＤＣの測定範囲内であることを確認するための単なる範囲チェッ
クである場合もある。その後、測定データは遠隔処理のために送信される。
【００６６】
　　計装アンプに存在するモードサプレッションを用いても、生データには、まだ多量の
５０／６０Hzのノイズが存在していることがある。これを抑制する簡単な方法は、ＡＤＣ
データ変換頻度を多重送電線の頻度に設定することである。その後、単純な移動平均手段
により、計装アンプを通過する５０／６０Hzのノイズを大幅に減少させることが出来る。
例えば、５０Hzライン周波数があるときに６データポイントと６０Hzライン周波数がある
ときに５データポイントを平均することにより、５０Hzと６０Hzの両方を複合させた３０
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０Hzデータタ取得周波数を使用することにより、送電線干渉は除去される。装置に対して
この種のフィルタリングをかけ、或いは、モバイル装置やＰＣに送信した後に、これを行
う。
【００６７】
　　使用にあたっては、患者／ユーザは、自分の指をセンサ装置にあてがい、その後、心
筋によって発生した電圧をＣＰＵにより測定し、増幅し、サンプリングする。このデータ
を、例えば、ＮＦＣプロトコル、ブルートウース、その他同様のワイヤレスプロトコルを
介して、ワイヤレスでモバイルホンに送信する。測定される人は、一方の手で電極Ｐ１と
Ｐ２を、他方の手でＰ３とＰ４をつかむと良い。その後、信号がアンプに送られる。
【００６８】
　　適用にあたっての焦点は、不整脈や他の心臓の異常を検知することができるデータを
提供することである。一般的に、データの分析及び計算は、次のパラメータを使用して進
められる。データ処理においては、平均心拍数（ＡＨＲ）を最初に測定し（３０秒間測定
）、その後、ＱＲＳ検知、及びそれに続くＲ―Ｒインターバルタイミング（瞬間的な心拍
数）を計算する。
【００６９】
　　ある実施例では、コモンモードパスのために、抵抗器が必要になることもある。抵抗
器が無い場合には、入力は、浮いてしまい、出力値は、飽和してしまう。
【００７０】
＜最終増幅とフィルタリング＞
　　ある実施例では、ＡＤＣのダイナミックレンジを最大限活用するためには、ＣＰＵ　
ＡＤＣに供給される信号の振幅は、ＡＤＣのダイナミックレンジの中間で出来る限り近づ
けることが好ましい。このため、計装アンプの後、更に増幅する必要があり、これは下記
に示す表１に示す回路を使用して行われる。
【表１】

　表１：最終増幅及びフィルタリング
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【００７１】
　　一般的に、アンプは、第１ローパスフィルタを使用し、４３ｄＢ利得（１４７倍）を
有する標準反転アンプである。フィルタの－３ｄＢカットオフ周波数は、３４Hzまでであ
り、不要信号が測定されるのが防がれる。
【００７２】
　　カットオフ周波数は、Ｃ８とＲ１６要素により設定され、次式からわかる。
【数１】

【表２】

表２：最終増幅段の振幅と位相の特性
ＤＣオフセット除去フィードバック（積分器）
【００７３】
　　測定されている人の左手と右手の間の接触抵抗の違いが、計装アンプの出力に現れる
ＤＣ電圧となる、と解釈される。ＩＣ２：２を大幅に増幅すると、アンプ出力を簡単に飽
和させることができ、結果として歪み信号となる。それ故、表３に示すフィードバックル
ープＩＣ３のＲＥＦ入力を調整するために使用されて、ＩＣ３出力上のＤＣオフセットは
、ＶＲＥＦレベルにまで戻る。
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【表３】

　表３：フィードバックループ
【００７４】
　　それ故、ＩＣ３の出力を、反転積分器ＩＣ２：１を使って、ＶＲＥＦ電圧と比較する
。シミュレーションにより原則がうまく証明される。

【表４】

表４：シミュレーション模式図
【００７５】
　　役立つ信号は、計装アンプに送られる６０ｍV　３０Hzの正弦波でシミュレーション
する。この信号は、１．２５Vあたりでセンタリングした５倍に増幅した出力に現れる。
その後、５０ｍｓ後に、Ｖ２を使用して３ｍＶのＤＣオフセットにかける。すると、出力
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は、５倍に増幅したこのオフセットに跳ね上がる。反転インテグレータの出力を、下記の
グラフに示す。～１．２５Ｖで始めるが、パルスがやってくるので、１．２５Ｖにセンタ
リングするよう出力を調整しようとして、ゆっくり落ちる。
【００７６】
　　ＤＣオフセットを取り除くと、シミュレーションにおいて、２００ｍｓで逆のことが
起こる。出力（Ｖ（mid））は最初飛び降りるが、フィードバック出力が増加するのでち
ょっとしてから戻るように調整される。
【表５】

表５：フィードバックシミュレーション
【００７７】
　　上述したように、出力は最大１．２５Ｖ（ＡＤＣの範囲）である。このため、オフセ
ットは約０．５Ｖに設定される。

【表６】

表６：別の実施例
【００７８】
　　表６に、ＥＣＧ検知電子回路の別の実施例を示す。ＴＰ１とＴＰ２は、ユーザがタッ
チする電極である。Ｒ２８／Ｃ３６とＲ２５／Ｃ３７を組み合わせると、７Ｈｚの３ｄＢ
ポイントのローパスフィルタが提供される。これにより、電源線が拾う比較的高い周波数
信号を取り除く第１フィルタ段階を提供しつつ、人間の鼓動からの信号が通過し得る。Ｑ
ＲＳ群等の心臓の鼓動の比較的高い周波数要素のいくつかはわずかに減衰するが、この装
置の主目的は、鼓動と鼓動間の間隔の統計を得ることであり、それは７Ｈｚよりずっと低
い周波数で起こる。また、これらの値は、それが望ましい場合、変更することが出来る。
【００７９】
＜バッテリー供給＞
　　ＲＥＦＣ１、ＲＥＦ２、ＲＥＦＣ３は、異なる場所であり、この場所はマイクロコン
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ることが出来るが、最も一般的なのは、ＲＥＦＣ３を接地し、ＲＥＦＣ１とＲＥＦＣ２を
浮かせたままにする。これにより、リファレンス電位はバッテリ電圧の中間になり、計装
アンプのダイナミックレンジは最も効果的に使われる。　　　　　
【００８０】
＜パワーコントロール＞
　　マイクロコントローラは、信号ＩＡＳＨＤＮ＃とＡＭＰＰＷＲを提供するが、これは
計装アンプ、Ｕ２、又はオペアンプ、Ｕ３をそれぞれパワーアップさせる。マイクロコン
トローラを介して電力を制御することにより、装置が作動していないときには、少量の電
力で済んでしまう。
【００８１】
＜計装アンプ＞
　　可能な計装アンプはたくさんある。我々は、９４ｄＢのコモンモード除去比（ＣＭＲ
Ｒ）を有するTexas InstrumentsのＩＮＡ３２１、Ｕ２を使う。データシートは、ＥＣＧ
測定用参照デザインを含んでおり、そこから、表６の実装がなされる。
【００８２】
＜フィードバックループ＞
　　測定される人の右手と左手間の接触抵抗に幾分かの違いがあると、計装アンプの出力
にＤＣ－電圧が現われてしまう。Ｕ２を大幅に増幅すると、アンプ出力は簡単に飽和し、
結果として歪み信号になる。Ｕ３Ａは、この効果を取り除くために、計装アンプの参照中
にフィードバックループを実行する。ＩＮＡ３２１データシートには同様な実装が示され
ている。
【００８３】
＜最終利得段階＞
　　Ｕ３Ｂは、最終利得段階アンプである。その利得は、Ｒ３１とＲ２９の比によって決
定され、該比は、この特殊例において１４７である。１６Hzを超える周波数を有する信号
は減衰される。
【００８４】
＜好ましい電力供給及びスタンバイモード＞　　
　　１実施例においては、回路への電力は、３Ｖリチウム一次電池からくる。電池からの
電圧は、直接ＡＳＩＣに供給される。測定が行われない時は、ＡＳＩＣは、電圧がＩＯ－
ｐｉｎ（Ｏ５）から直接供給されるオペアンプに変わる。このように、待機時消費電力を
かなり低くなる。
【００８５】
＜基準電圧発生＞　　
　　オペアンプチェーンが、波形をセンタリングするにあたって、仮想接地をつくるため
に基準電圧を使う。基準電圧を、（ＡＳＩＣ上の）２つのディジタル出力による３つの異
なる値の間で変更させることが出来る。それは、常に電池寿命を超えて２．４Ｖを保持し
ているＡＳＩＣ（以下ＶＲＥＦと呼ぶ）のＶＲＥＢＵＦから生じる。
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【表７】

【００８６】
　　終始使ったように、範囲は、該範囲内にある一般値を記述するための略記として使わ
れる。範囲内のどんな数値も、領域の境界として選択することが出来る。加えて、ここに
引用されたすべては、その全体を引用することにより、本明細書に加えられた。本開示及
び引例における定義に矛盾があったとしても、本開示は調整を受ける。
【００８７】
　　本明細書のＥＣＧ装置の使用にあたっては、一般的に、次に示す概略図に
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従って作用する。
【表９】

【００８８】
　　次の実施例は例示的なものである。明細書の中には、「a」、「one」、「some」と言
及してあるが、各言及が必ずしも同一の実施例であるという意味ではなく、また、ある特
徴が、必ずしも単一の実施例にだけ適用されるわけではない。異なる実施例の単一の特徴
は、他の実施例を提供するために組み合わされることもある。
【００８９】
　　本発明の実施例によるシステム１０００の概略が図１に示されている。装置１００は
、ユーザから読み込みを取得し、測定した生理的パラメータに関連する信号を生成し、Ｅ
ＣＧ測定の場合には、受領した読み込みに関連する値を計算し、該値及び関連する情報を
外部装置に送信する。１実施例においては、外部装置は、パーソナルコンピュータ９０１
、モバイル通信装置９０２、リモートサーバ９０３及び／又はリモートパーソナルコンピ
ュータ９０５である。測定値は、該装置内に設けられたワイヤレス通信装置、又は外部装
置に連結されたコードにより送信される。図示した実施例においては、装置は、フィルタ
リングしたが、生のデータを、生データを処理し、分析し、表示する関連表示装置に送信
する。
【００９０】
　　明細書の記載に従って、データの処理、分析、表示は装置１００とは遠隔で行われる
。この構成により、装置のデータ処理上の負荷を大幅に削減とまではいかなくとも、最小
限にし、関連ソフトウェア及び／又は表示可能物を有する外部装置にこれをシフトするこ
とが出来る。別の実施例では、装置１００をスキャンし、情報を回収する場所である、集
中データ処理診断所に装置１００を送るまで、該装置１００は、単に実際に測定した値及
び関連する情報を保存するだけである。更に別の実施例では、生理的パラメータは、ユー
ザがいるところにあるパーソナルコンピュータ９０１やモバイル通信装置９０２にワイヤ
レスで送信される。その後、該生理的パラメータは、インターネット９０４を介してリモ
ートサーバ９０３に送信されることにより、病院等に配置されたパーソナルコンピュータ
等の、パーソナルコンピュータ９０５で見ることができるようになる。選択的に、生デー
タを後で検索、分析、過去参照用に、１以上のデータベースに保存することが出来る。
【００９１】
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　　本発明の１実施例に従った装置１００の概略が図２に示される。該装置は、プロセッ
サ１０１、電源１０３、フィルタ／アンプユニット１０４、ワイヤレス通信装置１０５、
メモリ１０６、電極２００及び少なくとも１つの表示装置３００から構成される。一般的
に、本明細書で使用する適宜なフィルタは、Ａ／Ｄサンプリングアーティファクトを取り
除くために、ベーシックなアナログローパスアンチエイリアシングフィルタである。装置
の複雑さを保ち、費用を抑えるために、リモートシグナルプロセッサにより進化したフィ
ルタリングを行うことが出来る。
【００９２】
　　例示実施例においては、プロセッサ１０１は、信号調整手段、データ処理手段、デー
タ取得手段、アナログ－デジタルコンバータ（Ａ／Ｄ）１０２、及び内部時計１０７から
構成されている。プロセッサ１０１は、電源１０３、フィルタ／アンプユニット１０４、
ワイヤレス通信装置１０５、メモリ１０６、電極２０１及び少なくとも１つの表示装置３
００に動作可能に連結され、これらの相互作用を制御するようになっている。特に、プロ
セッサ１０１は、装置１００内に形成された電極２０１のＥＣＧ読み込み詳細に合わせて
構成される。時計１０７は、装置１００の各測定が、タイムスタンプされ、メモリ１０６
に保存されるように、時間保持手段となるように構成されている。電源１０３は、プロセ
ッサ１０１、アンプユニット１０４、ワイヤレス通信装置１０５、メモリ１０６、電極２
０１及び少なくと１つの表示装置３００に動作可能に連結されており、これらに電力を供
給するようになっている。メモリ１０６は、プロセッサ１０１に動作可能に連結されてお
り、データを保存し、該プロセッサ１０１を介して、該データをワイヤレス通信装置１０
５に送信するようになっている。１実施例においては、メモリ１０６は、不揮発性メモリ
である。他の実施例では、第２内部時計やタイマ内部プロセッサ１０１は、所定の割合で
Ａ／Ｄデータを変換するために使用される。
【００９３】
　　ワイヤレス通信装置１０５は、外部装置に動作可能に連結されており、データを該外
部装置にワイヤレスで送信するようになっている。１の実施例においては、ワイヤレス通
信装置１０５は、一体化した平面状アンテナから構成されている。更に、１の実施例では
、ワイヤレス通信装置１０５は、無線周波数識別子（ＲＦＩＤ）を使用して、外部装置と
通信する。ワイヤレス通信装置１０５は、アクティブ、パッシブ、セミパッシブＲＦＩＤ
技術を使う。他の実施例では、ワイヤレス通信装置１０５は、Bluetooth（登録商標）対
応機種やZigBee（登録商標）対応機種である。更に本明細書に開示した別の実施例では、
ワイヤレス通信装置１０５は、BluetoothやZigBeeプロトコルに限らず、その他のワイヤ
レスプロトコルを使用してワイヤレス通信をする装置である。
【００９４】
　　その他の実施例においては、ワイヤレス通信装置は一時的に機能しなくなり、該装置
は、各種のポートを構成して、外部装置と有線で連結される。また、ワイヤレス通信装置
１０５により送信される情報は秘密情報なため、データ交換前に、適宜な暗号操作を行う
ことが出来、これにより、正当な受領者だけが、装置１００から取り出したデータを解読
し、確かめることが出来る。その他の実施例においては、装置１００と、ユーザがいる場
所にあるパーソナルコンピュータ９０１やモバイル通信装置９０２間のワイヤレス送信に
加えて、有線手段や他の非ワイヤレス手段を介してデータを送信することが出来、その後
、インターネット９０４を介してリモートサーバ９０３に送信して、患者の住まい、医療
機関や病院に配置されたパーソナルコンピュータ等のパーソナルコンピュータ９０５で見
ることができる。
【００９５】
　　図３は、本発明の実施例によるシステムの一般的操作を示す概略図である。ユーザは
、装置１００を右手及び左手の対向する親指及び人指し指で軽くつかんで保持し、装置１
００と情報を交換する。装置１００は、図に示すように、カードの表面に配置された一対
の電極４００を有しており、該電極には一般的に、ユーザの親指があてがわれ、装置１０
０の下面には、一対の電極が配置されており、一般的にユーザの指先があてがわれる。詳
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細は、図５に示す。ここで開示した実施例の多くは、従来の２本のリードが保持される限
り、他の指（足を始めとして、他の身体部分も）使うことが出来る。
【００９６】
　　１実施例では、電極４００（及び４００‘）を浅い窪みに配置させることにより、ユ
ーザが目でみることができる小さな手がかりにより、簡単に自分の親指等を電極に配置さ
せることができるようになっている。少なくとも１つのインジケータ３００は、装置の操
作状態を示す視覚信号を提供する。１実施例では、インジケータ３００は、それぞれ色が
相違する一対のＬＥＤライトであり、例えばグリーン３００と赤３００’である。該イン
ジケータは、ユーザが良好な測定をしたかどうかを表示する。この実施例では、測定が良
好な場合には、インジケータ３００が点灯し、測定が不適当であるか、他にやり直す必要
がある場合には、インジケータ３００’が点灯する。このインジケータ３００としては、
単一のマルチカラーのＬＥＤを使用することが出来、また、その他の信号手段、例えば、
音発生装置及び／又はユーザに力、振動、動きを与えることにより、ユーザの接触感覚を
利用する触覚型フィードバックができる、振動、触覚テクノロジー装置を有していても良
い。他の実施例では、装置１００は、ユーザがＥＣＧ測定をする前に、手動で作動させる
オプションの電動スイッチ５００を有していても良い。測定がうまくいき、ＥＣＧ生情報
の処理が終わると、ＮＦＣを介してデータパケット９０を表示装置９０２に送信し、該表
示装置９０２は、これを読み込み、分析し及び／又は第２、第３の遠隔地に更に送信する
。
【００９７】
　　加えて、他の実施例では、電極４００、４００‘に、公知の接着手段によりユーザの
体に一時的に貼りつける他の電極を補充しても良い。これら補充電極は、装置１００にサ
ンプルデータをワイヤレスで送信することが出来る。これらの実施例では、電極４００及
び４００’からの入力と、複数個の電極からワイヤレスでの入力を受け入れるように構成
されている。この複数個の電極は、さらに正確性を求める場合や、３、５、６、更に１２
リードＥＣＧモニタとしても効果的に機能することが出来るように、その数及び配置を増
やすことが出来る。この実施例では、装置１００に対して、又は装置１００に連結して、
ワイヤレス電極を適宜組み合わせることにより、好ましい多数のリード構成を構築するこ
とができる。更に、これらの実施例や他の実施例においては、ＥＣＧ観測は、ホルタ観測
と同様に、及び／又はユーザが装置１００を所定の時間で、又は一定の時間間隔で握るこ
とにより、電動ボタン、オンオフスイッチ等のユーザインターフェイスを介して装置１０
０を作動させることにより、多かれ少なかれ継続的に選択的に動かすことが来る。
【００９８】
　　図４は、カードの表面に配置され、一般的にユーザの親指があてがわれ、下面には、
一般的に、ユーザの指先があてがわれる適宜な組み合わせの電極４００を有する（詳細は
図５参照）図３の装置の平面図である。この実施例においては、電極４００（及び４００
‘）は、浅い窪みに配置させることにより、ユーザは最小の視覚的手がかりだけで、電極
に自分の親指等を簡単に置くことが出来るようになっている。例えば、グリーン３００及
び赤３００’等の、異なる色の一対のＬＥＤライトは、ユーザが良好な測定を行ったかど
うかを表示する。この実施例では、インジケータ３００は、測定が良好の際に点灯し、測
定が良好でないか他になすべきことがある際には、インジケータ３００‘が点灯する。ま
た、装置１００は、ＥＣＧ測定をする前に、ユーザが操作する電動スイッチ５００を有し
ている。装置１００には、カードの表面に簡単な説明書があり、ユーザに装置の操作を指
示している。
【００９９】
　　図５は、一般的にユーザの指先があてがわれるカードの下面に配置された一対の電極
４００‘を有する図４の装置１００の底面図である。この実施例においては、電極４００
’は、浅い窪みに配置されていることにより、ユーザが、最小の視覚的な手がかりだけで
、自分の親指等を電極に簡単に置くことができるようになっている。装置１００は、また
、カードの下部に簡単な説明書をのせて、ユーザに装置の操作を指示することが出来る。
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【０１００】
　　図６は、本発明のＥＣＧ観測装置の一般的な操作を示すフローチャートである。装置
１００はまず、スタート６０１で、スタートスイッチを介して、又はカード状部材をつか
んで、電極を介してこれを持ち、６０２で休止している回路に電圧を加えて装置を作動さ
せる。６０３で、ユーザは、下方の電極窪みに指先を乗せ、ピンチグリップを使ってカー
ドを軽く握る。ステップ６０４で、ユーザは、読み込みを選択し、良好な測定かどうかを
、視覚的又は音響的インジケータを所定時間待つ。一般的には、正確な測定を始めるため
には、最初の読み込みを１０－６０秒に設定する必要がある。ステップ６０５は、測定が
うまくいったかどうかをテストする。うまくいかない場合、ユーザはステップ６０４に戻
り、もう一度測定する。測定がうまくいくと、ユーザはグリップを解除し、ステップ６０
６で、信号に時間と日付が押され、生データとして揮発性メモリに保存される。ステップ
６０７で、生データを１以上の遠隔にある表示装置に送信し、ＥＣＧ信号波形を発生させ
るように処理する。一般的に、ＱＲＳ群を有するＥＣＧ波形が表示されるが、ＱＲＳこそ
が探求の共通の対象である。しかしながら、ＱＲＳは複雑な波形のほんの一部である。ス
テップ６０８では、処理が完了し、装置は休止中に戻るか、電源切断状態に戻る。
【０１０１】
　　図７は、図６のフローチャートの簡易版である。この最も基本的操作モードにおいて
は、装置１００は、スタートスイッチを介して装置を起動させてスタート６０１を始める
。ステップ６０４で、ＥＣＧ信号を３０秒間サンプリングする。その後、信号に時間と日
付を刻印し、生データとして揮発性メモリに保存し、１以上の表示装置に送信し、ステッ
プ６０８で、処理が完了し、装置はＥＮＤで電源切断状態に戻る。
【０１０２】
　　図８は、電極４００と４００’にワイヤレス電極４０１、４０２、４０３、４０４を
追加した本発明の代替形態である。このワイヤレス電極を、公知の接着手段により一時的
にユーザの体に固定する。この実施例では、電極は、ＲＦＩＤ、ＮＦＣ、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ、ＺｉｇＢｅｅ、ＵＷＭ及び他の低電力及び／又は短距離プロトコル等の専用ワイヤ
レスプロトコル８０を使用して、サンプルデータを装置１００‘に送信することが出来る
。ワイヤレス電極は、好ましくは、電力消費を抑えるために、低電力バッテリ回路によっ
て駆動するようになっている。
【０１０３】
　　これらの実施例においては、装置１００’は、電極４００と４００’からの入力を受
け入れ、複数の対になったワイヤレス電極からの送信データをワイヤレスで受け取り、そ
の後、ワイヤレスプロトコル９０を介してサンプルデータのすべてを表示装置９０２に、
該データを処理のために送信するように構成されたトランシーバである。ここで使われて
いるように、トランシーバは、送信機及び、これに連結され、共通の回路を共有にする、
又は単独で収納される受信機を構成している。ワイヤレス電極を電極４００、４００’と
併せて使用する際には、装置１００‘が、３、５、６、更に１２リードＥＣＧモニタとし
て効果的に機能することができるように、さらに精密度を上げるためワイヤレス電極の数
と配置を増やすことが出来るものとする。この実施例では、カード状部材の形状要因を大
幅に変更しないでも所望の複数リード構成を形成することができるように、装置１００’
にワイヤレス電極を適宜対をなすようにし、或いは連結させる。
【０１０４】
　　測定データ値の受信と送信は、装置内に設けられたワイヤレス通信装置及び／又は外
部装置に連結された配線により行われる。図示した実施例においては、フィルタリングし
たが、主に未処理の、又は生のデータを関連表示装置に送信し、該表示装置は、該生デー
タを処理し、分析し、外部装置に表示する。これにより、装置１００’の処理上の負荷を
減らすことができる。外部装置には、パーソナルコンピュータ９０１、モバイル通信装置
９０２、リモートサーバ９０３、及び／又は、リモートパーソナルコンピュータ９０５を
設けることができる。
【０１０５】
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　　本発明の実施例をいくつか特別に図示し、また記述した。しかしながら、本発明の変
更及び変形は、本発明の精神と意図された範囲を逸脱しない限り、上記記述や添付のクレ
ームの範囲内でカバーされるものである。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(25) JP 2015-512754 A 2015.4.30

【図７】 【図８】



(26) JP 2015-512754 A 2015.4.30

10

20

30

40

【国際調査報告】



(27) JP 2015-512754 A 2015.4.30

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,
BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,H
U,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,
US,UZ,VC

(72)発明者  エリオット　サンドラ　ディー
            アメリカ合州国　０８００５　ニュージャージー州　バメガット　ウェストベイ　アベニュー　１
            ５６０
(72)発明者  アインバーグ　フレドリック
            スウェーデン　フッディンゲ　Ｓ－１４１４４１　クリフトバーゲン
(72)発明者  スベンソン　クリスチャン
            スウェーデン　オールスタ　Ｓ－１２０５２　ボレンズバーゲン　３１
Ｆターム(参考) 4C027 AA02  BB03  EE01  FF01  FF02  HH04  JJ03  KK03  KK05 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

